かった。 この 隧道の 中の 汽車と、 この 田舎者の 小娘と、 

うずま 

そうして 又 この 平凡な 記事に 埋 つてい る 夕刊と、 I 

I これが 象徴でなくて 何であろう。 不可解な、 下等な、 

退屈な 人生の 象徴でなくて 何であろう。 私 は 一 切が く 

ほう 

だら なくなって、 読み かけた 夕刊 を 抛り 出す と、 又 窓 

枠に 頭を靠 せながら、 死んだ ように 眼 をつ ぶって、 う 

つらう つらし 始めた。 

おびやか 

それから 幾分 か 過ぎた 後であった。 ふと 何 かに 脅 

された ような 心 もちが して、 思わず あたり を 見 まわす 

いつ ま 

と、 何時の間にか 例の 小娘が、 向う側から 席 を 私の 隣 

しきり 

へ 移して、 頻に窓 を 開けようと している。 が、 重い 
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